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阪急電鉄「大阪梅田」駅から、「北千里」行で
「関大前」駅下車（この間約２０分）、すぐ。また
は「京都河原町」行の場合「淡路」駅下車、
「北千里」行に乗り換えて「関大前」駅下車。

大阪（大阪梅田）からのアクセス 

Osaka Metro堺筋線（阪急電鉄に相互乗
り入れ）が阪急電鉄「淡路」駅を経て「関大
前」駅に直通しています。

Osaka Metro利用のアクセス 

阪急電鉄「大阪梅田」行で「淡路」駅下車、「北
千里」行に乗り換えて「関大前」駅下車、すぐ。

京都（京都河原町）からのアクセス 

大阪モノレール「大阪空港」駅から
「門真市（かどまし）」行で「山田」駅
下車、阪急電鉄に乗り換え「関大
前」駅下車（この間約３０分）、すぐ。

大阪国際（伊丹）空港からの
アクセス 

JR「新大阪」駅からOsaka Metro御堂筋
線「なかもず（方面）」行で「西中島南方」
駅下車、阪急電鉄に乗り換え「南方（み
なみかた）」駅から「淡路」駅を経て「関大
前」駅下車（この間約３０分）、すぐ。

新幹線「新大阪」駅からの
アクセス 

至大阪梅田

環境都市工学部 ホームページ

環境都市工学部のさらに詳しい情報、最新の
トピックを知るには、「環境都市工学部ホーム
ページ」をご確認ください。研究できるテーマ
や特徴的な講義など、学部の学びがわかるコ
ンテンツが満載です。

Kan-Dai web
関西大学 入学試験情報総合サイト

オープンキャンパスなどのイベント情報
や入試に関する最新情報など、受験生
を応援するコンテンツが満載！ 社会で
活躍する卒業生インタビュー、学生イン
タビューなども随時更新しています。

検 索

LINE公式アカウント
関西大学 入試センター ×

公式YouTube
関西大学 入試センター

2023年4月
リニューアル

公式Twitter
関西大学 入試広報

公式Instagram
関西大学 入試センター



都市システム工学科
（定員132名）

予想される将来のフィールド

総合建設業

住宅メーカー

設計事務所

設備・建築材料関連企業

不動産・開発企業

国家・地方公務員

官公庁の土木職

総合建設業（ゼネコン）

建設コンサルタント、橋梁メーカー

鉄道事業者、高速道路会社

プラントエンジニアリング

資源・エネルギー業

都市インフラ設計コース

官公庁の土木職

都市計画コンサルタント

シンクタンク、都市開発企業

運輸業、製造業

情報通信業

企業の情報システム部門

化学工業関連企業

エネルギー関連企業

環境化学関連企業

食品関連企業

医薬品・化粧品関連企業

国家・地方公務員

社会システム計画コース
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人と自然・都市が調和する
暮らしやすい「まち」をデザインする。
環境都市工学部は、SDGsに取り組んでいます。

三重塔の構造実験の様子 研究テーマ「物質の相溶性評価技術開発」
環境都市工学専攻 エネルギー・環境工学分野 プロセスデザイン研究室
博士課程前期課程 加藤優梨

安全・安心で快適な都市の
実現をめざし、社会とつながり、社会に
役立つ知識・技術を身に付ける

もしも災害が起こったら？被害を最小限に食い

止めるため、道路や鉄道、河川、海岸、ライフラ

インなどに着目し、都市のあり方をあらゆる側面

から検討し、また災害時の情報提供について

考えます。

該当分野を学べる主な学科

都市システム工学科

深刻化するエネルギー、
環境問題について解決策を
提案する
有害な排気ガスを無害化する技術や高機能

な浄水・排水技術をはじめ、省エネルギー、新

エネルギー、リサイクル、環境再生などより良い

「まち」づくりに必要な化学システムについて

学びます。

該当分野を学べる主な学科

エネルギー環境・化学工学科

用・強・美を兼ね備えた
住環境・都市空間を
創造する
私たちの最も身近な環境としての建物の構造や

構成、それに関わる自然現象、人間心理といった

理系、文系分野の知識をバランスよく身に付け、

機能性、安全性、美しさを兼ね備えた、より良い

住環境・都市空間の在り方について考えます。

該当分野を学べる主な学科

建築学科

屋上緑化

施設管理
環境浄化排水

バイオマス

LRT

建築保存・再生

EV自動車

建築学科
（定員105名） エネルギー環境・化学工学科

（定員88名）
建築計画

再生可能エネルギー

防災・減災※次世代型路面電車システム

※2022年度入学生よりエネルギー・環境工学科は「エネルギー環境・化学工学科」に名称変更しました。

※

※

※
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高層ビルの揺れを低減する装置（ダンパー）の配置や
ダンパーの特性研究

大規模地震にも対応できるダンパー開発をめざし
何にでも挑戦する研究姿勢を身に付けた。
1995年に発生した阪神・淡路大震災を皮
切りに、高層ビルに対して地震に備えるため
の制振装置（ダンパー）の設置が急速に進み
ました。しかし導入にはコストがかかるため、ダ
ンパーを無尽蔵に設置することはできません。
私はコンピュータによるシミュレーションを通し
て、ダンパーの効率的な設置場所を検討して
います。また、ダンパーの動きや性能を把握す
るために、実際にダンパー自体を動かして実
験的に検証。エネルギーを吸収するだけでな
く、遠心力を使って吸収効率を2～3倍に高
めるようなダンパーの開発と制御に取り組ん
でいます。こうした解析や実験を通して、自分
で設定した目標に向けて専門分野にとらわれ
ず挑戦するようになりました。特に実験環境を

自分で一から構築した際は、時間やコストの
制約もある中で装置を組み上げるために、既
存のもので代用するなど工夫を重ね、忍耐力
および行動力が向上したと実感できました。

大学での研究活動は挑戦することに意味があります。答えがない問いに対して
自分から動き、解決の糸口を見出してほしいのです。藤瀬さんも、最初は何をす
ればいいかで止まってしまう状態でしたが、今はすべて自分で道筋を立てて行
動できるようになりました。研究に取り組んだ３年間の価値だと思います。

失敗を恐れず答えのない問いに
向き合い、「考動」することが大切

建築学科 池永 昌容教授

理工学研究科 環境都市工学専攻
2023年3月修了藤瀬 亘

建築物を見ることが好きで、部屋の模様替えやDIYなども好きだったことか
ら、建築系に興味をもっていました。今考えると、建築学のごく一部しかイメー
ジできていなかったと思います。この研究室を選んだ理由は、地震大国の日
本で建物の被害を抑制・予防する知識を身に付けたいと考えたからです。

▶▶この学科を選んだ理由

▶▶将来の目標

研究テーマ

※必修、選択

第１選択外国語Ⅰ・Ⅱ、第2選択外国語Ⅰ・Ⅱ、数学を学ぶ（微分積分Ⅰ）、数学を学ぶ（微分積分演習Ⅰ）、数学を学ぶ（微分積分Ⅱ）、数学を学ぶ（微分積分演習Ⅱ）、
物理を学ぶ（力学Ⅰ）、図学、建築図法、建築設計製図Ⅰ、建築構造力学基礎、建築静定構造力学、建築一般構造、建築環境工学概論
共通教養科目（『大学案内（インフォメーション）』参照）、物理を学ぶ（力学Ⅱ）、化学を学ぶ（基礎化学）、基礎からの情報処理、西洋建築史、
建築スケッチ、建築ＣＡＤ演習Ⅰ、環境と建築、滞在型交流ワークキャンプ、海外体験研修（各プログラム）

1年次

第１選択外国語Ⅲ・Ⅳ、日本建築史、建築計画Ⅰ、建築計画Ⅱ、建築設計製図Ⅱ、建築設計製図Ⅲ、建築不静定構造力学、建築構造材料学、鉄筋コンクリート構造学Ⅰ、鉄骨構造学Ⅰ、
建築空気環境学、建築光環境学、建築音響学、都市熱環境学
線形代数、数学解析、物理学実験、情報処理演習、建築CAD演習Ⅱ、近代建築史、住居計画、建築構造解析学、建築仕上材料学、建築数値計算基礎、
滞在型交流ワークキャンプ、海外体験研修（各プログラム）、地域再生

2年次

都市計画Ⅰ、都市と住宅の歴史
知的財産権法、建築計画Ⅲ、都市計画Ⅱ、ランドスケープデザイン、建築法規、建築設計製図Ⅳ、建築史演習、都市・地域調査実習、建築設計製図Ⅴ、建築保存再生、建築生産、
建築施工法、鉄筋コンクリート構造学Ⅱ、鉄筋コンクリート構造演習、鉄骨構造学Ⅱ、鉄骨構造演習、構造・材料試験演習、建築振動学、建築基礎工学、木造構造学、木造構造実習、
建築環境・設備デザイン、建築設備工学Ⅰ、建築設備工学Ⅱ、建築環境工学演習Ⅰ、建築環境工学演習Ⅱ、建築シミュレーション演習、滞在型交流ワークキャンプ、
海外体験研修（各プログラム）、地域再生

3年次

特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ
測量学実習、建築設計製図Ⅵ、滞在型交流ワークキャンプ、海外体験研修（各プログラム）、地域再生4年次

建築学は、私たちの最も身近な環境としての建物を対象としている学問であり、技術的な側面に限らず、社会的・文化的側面にも広がる領域を含んでいます。そこで本学科
では、「災害に耐える建物の構造体としてのありかた」「都市や建物で快適に過ごすための環境」「建物が住む人に与える身体的・心理的問題」など、建築の専門知識はもち
ろん、人間心理や自然現象といった理系、文系分野の知識をバランスよく身に付けることができるカリキュラムを用意し、これからの時代が求める、自然環境と共生し、豊かな
生活を営むことができる空間をつくりあげる能力を育てます。

建築学科
学科ホームページ▶

学びのキーワード
■ 空間デザイン
■ 建築構造
■ 住環境

構造、人間心理、美的感覚をバランスよく学び、より良い住環境・都市空間の創造に取り組む。

カリキュラム紹介

学びのスタイル

PICK UP

２００５年度から発行しているKURAは、図面表現の
実習である図法・CAD演習から住宅・公共建築や地
域・都市への再生提案といった設計製図に加え、４年
次生や修士２年次生が集大成としてまとめる卒業設
計や修士設計の優秀作品を掲載しています。KURAに
は一年間の学生の努力を記録すると共に、建築学科の
大切なアーカイブであるという想いが込められています。

KURAとはKansai University Review of Architectureの
略称で、建築学科の作品集です。

所定単位を修得すると資格を取得できるもの

高等学校教諭一種免許状〔工業〕
司書、司書教諭、学芸員

卒業時に受験資格が得られるもの

甲種消防設備士

■取得できる資格

https://www2.arch.kansai-u.ac.jp

所定単位を修得すると受験資格が得られるもの

一級建築士
二級建築士
木造建築士

一定の実務経験を積むと受験資格が得られるもの

建築施工管理技士
土木施工管理技士
造園施工管理技士
コンクリート診断士（講習を受講することが必要）

2023年4月現在

環境都市工学部建築学科

修了後は建設業界に進む予定です。安全を守るものづくり、地図や人々の記
憶に残る構造物の建築に、研究室で学んだことを活かしたいと思っています。

A.
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「特別研究」という科目は、何をするのですか？Q.はみだし
Q&A

研究室に所属して教員の指導を受けながら、自分自身のテーマを設定し、研究を進めます。
最後に、その成果を卒業論文（建築学科の一部では卒業設計）としてまとめます。



キャンパス外での活動・協働、学生の成長を促す効果も。

建築学科

宮﨑 ひろ志 専任講師

我々の研究フィールドは都市、調査はキャンパスの外に出かけることになります。外に出かけるといろい
ろな交流が生まれます。自治体の皆さんには各種情報、応援を頂いています。企業等研究者の方々に
アドバイスを頂く機会も増えてきました。社会人に背中を押されて新しい調査・解析手法にもチャレンジ
しています。近年、他大学との共同調査も多く、これを機会に研究から就職活動まで、学生同士の情報
交換も盛んです。人との交流は学生の成長を促していると感じています。

巨大地震時の、建物本体の揺れや部屋内の家具転倒などを抑止する制振技術を開発する。

建築学科

池永 昌容 教授

地震が頻繁に起こる日本では、建築物を安全に作るための技術が必要不可欠です。安全性能を向上させる
ため、我々は制振・免震技術の開発研究に取り組んでいます。開発研究ではまず現状の問題点を学んだ後
に改善したい性能を設定して、数値解析で新しい装置に必要な性能を割り出します。その結果を受けて必要
な性能を満たす新装置を試作し、その動きを実験で確認します。実験・解析の両面を学ぶことで、幅広い経
験と知識の獲得と開発による知識の実現による、学の実化をめざしています。

「農山村集落との交流型定住による故郷づくり」は、兵庫県丹波市青垣町佐治の集落を舞台に、
2007年から環境都市工学部全体で取り組んできたプロジェクトです。「関西大学佐治スタジオ」
を拠点に「空き家リノベーション」（空き家を改修し、まちづくりを考える学生・住民の活動拠点とす
る取り組み）を進め、地域住民の方 と々関西大学とのつながりを深めています。8月から9月にかけ
て行われる、「地域再生（丹波）」、「滞在型交流ワークキャンプ」の授業では、農業系企業や森林
組合、牧場などでの就業体験、伝統工芸・技術に触れるワークショップ、地元の高校生と共に行う
数々のイベント、地元のお祭りへの参加など、さまざまな世代の人と関わりながら充実した活動を展
開しています。学生たちはプロジェクトに関わって繰り返し佐治を訪ね、地域の課題を知ると同時
に、その自然の豊かさも十分味わっています。

都市の温暖化、ヒートアイランドが社会的課題となっています。1994年以降、暑熱による死者数が急増するな
ど、暑いだけでは済まされない状況となっています。今世紀、この暑さはさらに厳しくなることが予想されています。
温暖化に適応した安心・安全な生活環境整備が現代社会の喫緊の課題なのですが、その計画手法はまだ確
立されてはいません。研究室では大阪御堂筋や横浜みなとみらい地区で建物群が作る熱環境の実測調査を行
い、基盤となるデータベースを作っています。さらに街路樹の形態情報を３Dスキャナなどにより取得し、街路樹が
形成する環境の定量化を進めています。これらに加えて熱環境シミュレーションで得られる気象要素分布を用い
て熱中症リスクなどを評価する暑さ指数分布の予測評価を試みています。

都市の温暖化適応策、暑熱化による危険箇所を発見し改善策を提案する。

東日本大震災以後に注目されつつある長周期長時間地震動や、発生が危惧されている南海トラフ地震は、建
築構造物に大きな被害を与えて安全性を脅かす可能性が高いと言われています。地震による建物の被害の抑
制・予防して安全性を確保するために、建物の揺れを低減・減衰させる制振装置（ダンパー）が使われます。従
来のダンパーは、設計で想定した地震に対しては有効ですが、南海トラフ地震のような従来の想定を超えた巨
大地震や小規模地震では、性能を十分に発揮できない場合があります。そこで研究室では、地震動の規模や
特性ごとに異なる建物の動き方をダンパーが自動的に検知し、その特性に応じて性能が切り替わり、どんな地
震にもフレキシブルに対応できる「スマートパッシブダンパー」の研究を進めています。

「想定外」の巨大地震にも安全性を確保するための耐震・制振・免震を提案する。

丹波の集落に長期滞在し、まち、人、自然を考えるプロジェクトが進行中。

研究紹介 https://www.kansai-u.ac.jp/Fc_env/department/arch/teacher.html詳細はチャレンジできる研究テーマ

環境都市工学部建築学科

2023年4月現在

環境デザイン・建築計画／設計
大影 佳史 教授

景観の様相変化に関する研究
都市の文化的活動と仮設的環境に関する研究
こどもの遊び環境に関する研究

研
究
テ
ー
マ

プレーパウス＠プレーパーク
（冒険遊び場）

耐震工学

研
究
テ
ー
マ

構造物の確率統計的応答評価と応用
入力地震動モデルの確率統計的表現
観測に基づく構造物の振動特性評価

教授松田　敏

関西大学の地震観測システム

近代都市史・建築設計

研
究
テ
ー
マ

オフィスビルの成立過程
戦前戦後における小住宅
建築設計

准教授野村 正晴

一丁倫敦：東京名所絵はがき

研
究
テ
ー
マ

建築構造物の地震応答特性の把握
建築構造物の地震応答制御技術の開発
建築構造物の変位制御設計に関する研究

建築地震防災
池永 昌容教授

地震応答制御のための制振装置
例（粘性マスダンパー）

研
究
テ
ー
マ

近代建築の理論と特質
近代建築の調査と保存活用計画
戦後建築の調査・研究

建築意匠・近代建築
橋寺 知子准教授

大阪の代表的近代建築・
中之島図書館

建築基礎工学
山﨑 雅弘 教授

研
究
テ
ー
マ

基礎構造の支持メカニズム
基礎構造の支持力評価
基礎構造の設計手法

模型杭載荷試験

建築構造学
桝井　健 教授

研
究
テ
ー
マ

木造構造物の耐震性能評価
地盤の支持機構の解明
石垣構造物の動的安定性評価

液状化地盤振動実験装置

建築史・住宅史・住文化史
藤田 勝也教授

研
究
テ
ー
マ

歴史都市における住宅と居住の実態に関する研究
建築史研究の日欧比較
日本の建築の様式・技法・工匠に関する歴史研究 著書『平安貴族の住まい －寝殿造から読

み直す日本住宅史』吉川弘文館 2021年

建築視環境学
原　直也 教授

研
究
テ
ー
マ

景色や明るさを考慮した照明計画
視覚特性を考慮した視環境評価
色彩や質感を活かす照明計画

室の明るさの評価実験

研
究
テ
ー
マ

固体伝搬音予測
吸遮音構造開発
遮音設計法

建築音響学
豊田 政弘教授

音の実験室（無響室）

建築・都市デザイン
木下　光 教授

研
究
テ
ー
マ

クールルーフの観点からの瓦の
素材・工法開発と屋根景観
アジアにおける公共空間・都市住宅の
デザインとマネジメント
戦後日本の都市デザインおよび都市政策史 酒蔵の再生提案

建築熱・空気環境学
都築 和代教授

研
究
テ
ー
マ

温熱快適性と体温調節
睡眠環境の設計と評価
避難所環境における睡眠補助

避難所模擬環境での睡眠実験

住環境学・住環境デザイン
岡 絵理子 教授

研
究
テ
ー
マ

まちをつくる住まい
市街地の更新、地域の再生
新しい住環境指標の提案 開発のすすむ

上海の里弄と高層ビル

建築計画学
亀谷 義浩教授

研
究
テ
ー
マ

都市・建築における色彩現象
都市・建築のイメージ
空間認知と経路探索

色彩豊かなサントリーニ島

A.
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Q.はみだし
Q&A

主として1・2年次に履修する外国語の単位の一部に充当することができます。
ただし、外国語は継続することが大切です。3・4年次になっても自主的に継続して勉強を続けてください。

TOEIC®L&Rという英語の試験を受ける人が多いと聞きますが、
よい点数を取ると大学の成績にも反映されるのでしょうか？



鈴木 陽子 〈2019年3月 環境都市工学部 建築学科 卒業〉

神戸の玄関口にふさわしい三宮周辺地区の再整備に携わる
学んだ知識を生かして出身地である神戸に関わる仕事がしたいと思い、
建築技術職員として市役所に入庁しました。現在は神戸の都心部である
三宮周辺地区の再整備を行う部署に所属し、駅前広場とその活用に関
する業務を担当しています。民間事業者や市民の方 と々共に神戸の玄関
口にふさわしい駅前のあり方を考え、実現に向けたルール作りなどソフト面
の事業に取り組んでいます。神戸市は28年前に震災を経験し、これまで
復興復旧に全力を注いできたため、都心部の再整備に手を付けられない

時間が続いていました。近年になり大きな再整備に向けて動き出し、大規
模なプロジェクトに携われることにやりがいを感じています。さらに多様な分
野の実務を重ね、知識、経験に富んだ建築技術職員をめざします。

現代の都市は、高度な機能を備えた社会基盤・情報基盤により支えられ、発展してきました。しかし、人口の過密、交通混雑、環境汚染、自然災害に対するもろさなど、多くの問
題が表面化しています。これらの問題に取り組むには、都市を社会システムとして幅広い観点からとらえ直し、さまざまな情報の整理に基づいて、そのシステムを計画し、設計
し、管理・運営していかなければなりません。本学科では、自然環境に調和した持続可能な都市を創造するため、環境、情報、マネジメントなども含めた統一的な視点に基づき、
都市システムを計画、設計および維持管理するために必要な知識と技術を修得し、まちづくりを担う技術者・研究者となることをめざします。

都市システム工学科
学科ホームページ▶

学びのキーワード
■ まちづくり
■ スマートシティ 
■ レジリエンス

都市の防災・環境・交通問題を解決し、安全・安心で快適な未来都市を創造する。

写真提供：阪神高速道路株式会社

神戸市役所

■現在の仕事に生きている学科の学び
検討事項を組織内で共有するため資料作成の機会が多く、在学中の課題や研究
発表で身に付けた、分かりやすく伝える資料づくりが仕事に役立っています。

学習・教育到達目標
多様な情報を活用して
専門的な判断ができる基礎知識の習得

（B）

（A）

実験･実習、演習、フィールドワークによる
問題解決のための洞察力、システム化力
および計画的実践力の体得

（C）社会のニーズを把握できる観察力と
コミュニケーション能力の習得

（D）技術が社会に及ぼす影響に関する
情報を収集し、それらについて
論ずることができる能力の習得

（E）都市システムの変化と最先端技術の
情報を常に把握し、そこから得たものを
生かし続ける能力の習得

（F）技術者に必要な倫理的意識の体得

より詳しい到達目標は、以下のHPにあります。
http://www.us.kansai-u.ac.jp/policy.html

特
別
研
究
４
年
間
の
勉
強
の
集
大
成

基礎科目 専門科目

共通教養科目

外国語科目

数学・物理学

基礎学力の充実

1～2年次 2～3年次 4年次

●都市システム工学概論
●情報活用実習
●基礎プログラミング実習
●デザイン実習  等

2年次
●応用プログラミング実習　●情報ネットワーク論Ⅰ
●静定構造力学　●水理学　●地盤力学 
●社会計画　●建設材料学
●環境工学 　●測量学  等

3年次
〔都市インフラ設計コース〕
●都市インフラ設計実習
●インフラ工学実験
●鋼構造学
●RC構造学
●海岸工学
●地盤設計学
●環境計画学
●景観デザイン  等

〔社会システム計画コース〕
●社会システム計画実習
●システム開発実習
●都市システム計画
●社会意思決定論
●アセットマネジメント
●情報の数理
●信頼性工学
●都市情報システム  等

読む・書く・聞く・話す
●英語、中国語  等

●微分積分　●線形代数　
●応用解析学　●確率･統計解析　
●数値解析　●力学  等

●人間を知る
●社会を知る
●自然と向き合う  等

〔コース共通〕
●都市システムモデリング　●都市システム工学セミナー　等

http://www.us.kansai-u.ac.jp/

カリキュラムの構成

建築保存工学
西川 英佑 助教

研
究
テ
ー
マ

歴史的建造物の構造特性の学際的研究
歴史的建造物の構造対策の実践的研究
歴史的建造物の構造対策の国際比較ロンドンの

ヒートアイランド1962
国宝薬師寺東塔（左）と
復元西塔（右）

建築・都市熱環境工学

研
究
テ
ー
マ

環境共生型まちづくりの研究
環境共生型建築デザインの研究
都市環境評価手法の研究

専任講師宮﨑 ひろ志

人間環境設計論
宮地 茉莉 助教

研
究
テ
ー
マ

アジア・オセアニアの住環境
ノンエンジニアド住宅
住民参加型のデザイン決定プロセス 災害後に共同労働で再建される

伝統住宅（フィジー）

2023年4月現在

チャレンジできる研究テーマ https://www.kansai-u.ac.jp/Fc_env/department/arch/teacher.html詳細は

OGからのメッセ
ージ

環境都市工学部都市システム工学科

（2023年4月19日現在）就職/進路状況
本学科の進路決定率は、学部生で99.1％、
大学院生で100％となっています。学部生で
就職する者の内、68.8％が建設業に就職し
ています。大学院生では、建設業の他、設計
事務所などの教育・広告・その他サービス業
に就く者が多くなっています。また、学部生の
30.8％（36名）が大学院に進学しており、よ
り深く専門知識や技術を学んだのち、就職す
る学生もいます。

詳細なカリキュラムについては、「大学案内」等をご参照ください。
2023年4月現在

※（  ）内は女子内数。

学部（卒業者 117人） 大学院（修了者 31人）
※（  ）内は女子内数。

巨大

※企業規模 ： 巨大（巨大企業）＝従業員3,000人以上　大（大企業）＝従業員500～2,999人　中（中企業）＝従業員100～499人　小（小企業）＝従業員99人以下（自営業含む）

大
35人 24人

中
8人

小
9人

計
76人

46.1% 31.6% 10.5% 11.8% 100％

巨大 大
7人 11人

中
3人

小
4人

計
25人

28.0% 44.0% 12.0% 16.0% 100％

● 規模別 ※● 規模別 ※

進路決定率

99.1
進路決定率

100

● 大学院 進路先

48.4％建設業

3.2％製造業

(株)淺沼組　(株)大林組<3>　(株)奥村組(1)　(株)熊谷組
(株)鴻池組　大末建設(株)　大和ハウス工業(株)(1)
高松建設(株)<2>　東洋建設(株) 　西松建設(株)
三井住友建設(株)(1)　ヨシザワ想造建築(株)

(株)デンソー

3.2％電気・ガス・熱供給・水道業 (株)エコスタイル

3.2％情報通信業 (株)ネグゼス(1)

3.2％運輸業・郵便業 関西エアポート(株)

3.2％不動産業・物品賃貸業 秀英商事(株)

6.5％公務員・公立学校教員 神戸市職員(1)　防衛省自衛隊 幹部候補生

3.2％大学院進学 関西大学大学院(1)

※〈　〉内は決定者数、企業名・大学院名のみは1名、（　）内は女子内数。

19.4％教育・広告・
その他サービス業

(株)ＩＡＯ竹田設計　浅井謙建築研究所(株)
(株)ＮＴＴファシリティーズ<2(1)>　(株)スウィング　自営業

0.9％電気・ガス・熱供給・水道業

7.7％教育・広告・
その他サービス業

45.3％建設業

● 学部 進路先
(株)淺沼組　旭化成ホームズ(株)<6(2)>　旭化成リフォーム(株)(1)　(株)一条工務店(1)　(株)大林組　 (株)奥村組
(株)楓工務店(1)　鹿島建設(株)<3>　京都パナホーム(株)(1)　五洋建設(株)　清水建設(株)　(株)秀建
須賀工業(株)　スナダ建設(株)　住友林業(株)<3(1)>　住友林業アーキテクノ(株)　セキスイハイム近畿(株)
セキスイハイム山陽(株)(1)　積水ハウス(株)<5(1)>　大東建託(株)　大和ハウス工業(株)　大和リース(株)(1)
高松建設(株) (株)竹中工務店<5>　(株)田中工務店　紬建築(株) 　西松建設(株)(1)　(株)羽衣組
(株)長谷工コーポレーション　パナソニックＥＷエンジニアリング(株)　パナソニック ホームズ(株)　フジ住宅(株)(1)
(株)洞口　(株)前田組　三井ホーム(株)　(株)宮崎建設

関西電力(株)

※〈　〉内は決定者数、企業名・大学院名のみは1名、（　）内は女子内数。

(株)アサノ大成基礎エンジニアリング　(大)京都大学　(株)総合資格(1)　(株)丹青社(1)　東京ファブリック工業(株)
西日本高速道路(株)（ＮＥＸＣＯ西日本）<2(1)>　ＦＲＥＥＤＯＭ(株)(1)　ｒｉｖｅｔ ｄｅｓｉｇｎ ｏｆｆｉｃｅ(株)

0.9％公務員・公立学校教員 大阪市職員

岩崎電気(株)(1)　DAEAH E&C　パナソニック住宅設備(株)(1)　(株)淀川製鋼所(1)3.4％製造業

大黒天物産(株)　(株)ナフコ　(株)パル(1)　(株)パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス3.4％卸売・小売業

30.8％大学院進学

(株)アイヴィス　ＮＥＣネッツエスアイ(株)(1)　(株)ＫＳＫ

関西大学大学院<29(13)>　大阪大学大学院　京都工芸繊維大学大学院<2(1)>　神戸大学大学院
東京工業大学大学院<2>　東京都立大学大学院

0.9％運輸業・郵便業 日本貨物鉄道(株)(1)

0.9％不動産業・物品賃貸業 (株)リビタ

2.6％情報通信業

建設業
53人（12人）

大学院進学
36人（14人）

未定  1人（1人）

その他（就職以外の進路）　3人

電気・ガス・熱供給・
水道業　1人

情報通信業　3人（1人） 教育・広告・その他
サービス業   9人（4人）

卸売・小売業　4人（1人） 製造業　4人（3人）

運輸業・郵便業　1人（1人）

不動産業・物品賃貸業　1人

公務員・公立学校教員　1人

製造業　1人

大学院進学　1人（1人）

電気・ガス・熱供給・
水道業　1人

情報通信業
1人（1人）

運輸業・郵便業
1人

不動産業・物品賃貸業
1人（1人）

公務員・公立学校教員
2人（1人）

建設業
15人（3人）

教育・広告・
その他サービス業
6人（1人）

その他（就職以外の進路）
2人（1人）

Faculty of Environmental and Urban Engineering
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Q.はみだし
Q&A

学部を卒業して社会で活躍されている人もたくさんいます。
しかし、より専門的な技術を身に付けたいならば、大学院に進学することをお勧めします。

「学びのスタイル」に登場している皆さんは大学院生ですが、
大学院へ進学した方がよいのでしょうか？



2023年4月現在

美しい都市を創造し、より安全にするために、
都市の社会基盤を機能的に設計・建設・維持管理
できる技術者をめざします。

　　　道路・鉄道・橋・トンネル・上下水道・河川・港湾などの社会基盤施
設を設計・建設・維持管理するために必要な知識を学びます。自然条件、
社会条件、環境条件を総合的に判断して、社会基盤施設や構造物をデザ
インする方法を学びます。

特徴

多様な社会を円滑に、より快適にするために、
社会システムを包括的に計画し、企画立案・開発・
マネジメントできる技術者をめざします。

　　　人口減少や地球環境の変化に適応し、都市社会を持続的に発展
させる方法を学びます。市民のニーズ・意見をくみ上げて、包括的に計画を
立案し、防災、交通・通信、生産・流通など、社会を支えるシステムを効率的
に管理・運用する方法を学びます。

特徴

19世紀の橋と新交通システム 歴史・景観に配慮した河川整備 減災効果の高い
鋼・コンクリート合成護岸

健康まちづくりの未来デザイン 都市をバーチャル空間で再現 スマートフォンで都市を安全に

複数の自律移動ロボットを使ってより早い探索、
救助を可能にするアルゴリズムを開発。
放射線汚染区域やガス漏れの災害現場など、
人の立ち入りが危険な場所での救助活動を
想定した研究を行っています。移動センシング
クラスタとは、ドローンなど複数の自律移動ロ
ボットが、魚や鳥の群れのように振る舞う協調
探索アルゴリズム。このアルゴリズムの探索作
業において、探索対象物からの音やにおい、
電波などの物理的な情報が得られない領域
（不感地帯）を探索する際の、空間的拡散や
群形成維持といった群の制御について研究し
ています。検証はコンピュータによるシミュレー
ションで行っています。通信インフラを専門とす
る研究室で、専門分野に関する知見を深めつ
つ、論理的に考える力や完遂する力を十分に
培うことができました。また学会への参加や展

示会への出展、他学部との共同研究などを通
して他分野の方と接し、多角的な意見をいただ
くことで、自身の研究を俯瞰して分析し、新たな
発想や生み出す力を培うことができました。

私たちは「ネットワークを知能としてとらえたら、いろいろなことができそうだ」と
いう視点から、実際に社会で使われる技術を開発することをめざして研究を
行っています。出原さんは自分で研究の方向性を定め、完遂する力を身に付
けました。今後は後輩を指導して研究チームを牽引してくれたらと思います。

IoT（モノのインターネット）の分野で
実社会で役立つ技術開発をめざす

都市システム工学科 滝沢 泰久教授

学びのスタイル

3年次の春学期からコースに分かれて学習します。コース紹介

チャレンジできる研究テーマ

▲ 交通システム計画
井ノ口 弘昭 准教授

研
究
テ
ー
マ

スマートモビリティに関する分析
道路交通シミュレーションシステムの開発
交通需要推計・交通運用に関する研究 環境にやさしい超小型モビリティ

（小型電気自動車）

◆ 海岸工学
安田 誠宏 教授

研
究
テ
ー
マ

地球温暖化の沿岸域への影響評価
高潮・高波による沿岸災害低減
津波ハザードの確率論的評価

沿岸部市街地の津波浸水実験

◆ 地盤環境工学
楠見 晴重教授

研
究
テ
ー
マ

地下水、地盤環境に関する研究
人工知能（AI）を利用した地盤工学問題への適用に関する研究
景観・環境を保全した斜面安定工法の開発

豪雨による大規模斜面崩壊

◆ 地盤防災工学
飛田 哲男 教授

研
究
テ
ー
マ

地震時の地盤応答特性に関する研究
地盤と構造物の非線形動的相互作用
数値解析手法と遠心模型実験との連携 津波による防波堤被災メカニズ

ムの解明（遠心模型実験）

◆ 地球環境系　　■ 設計建設系　　▲ 計画マネジメント系　　● 情報システム系

尾﨑　平 教授

研
究
テ
ー
マ

気候変動による影響評価と適応策
都市雨水管理
都市のエネルギーマネジメント

美しい水環境の保全

◆ 環境マネジメント

https://www.kansai-u.ac.jp/Fc_env/department/urbansystem/teacher.html詳細は

都 市インフラ設 計コース 社 会システム 計 画コース

環境都市工学部都市システム工学科

理工学研究科 環境都市工学専攻
博士課程前期課程 2年次生

群知能を用いた移動センシングクラスタでの
不感地帯における探索方式

出原 昇真

人々の生活を支える社会インフラについて学びたいと考えたからです。
災害大国と呼ばれる日本において、より柔軟で強固な社会インフラを形
成するために、都市システム工学科で学べることは多いと感じました。ま
た、環境、交通、ネットワークなど学べる分野が幅広い点も魅力でした。

▶▶この学科を選んだ理由

通信インフラを用いた、交通事故死亡者ゼロ社会の実現に貢献することで
す。通信だけでなく、都市インフラを学んで得た視点を生かしたいと思います。

▶▶将来の目標

研究テーマ

■ コンクリート工学、維持管理
鶴田 浩章 教授

研
究
テ
ー
マ

産業廃棄物のコンクリート用骨材・
混和材への有効利用
コンクリート構造物の耐久性と劣化抑制対策
サンゴ礁再生促進技術に使用する
モルタル基盤の開発 実用化検討を行った

鋼・コンクリート合成護岸

■ 構造工学
水谷 壮志 助教

研
究
テ
ー
マ

鋼構造物に対するCFRP接着補修
接着接合の損傷モニタリング
腐食損傷した鋼構造物の補修 CFRPを接着した鋼管の力学

挙動の評価

▲ 社会資本計画
北詰 恵一 教授

研
究
テ
ー
マ

統合型土地利用・交通・環境モデル
人口減少下での社会資本計画、官民連携
地域再生手法、地域共創拠点（リビングラボ） 地域交通に支えられたまち

（住吉大社と阪堺電車）

■ プロジェクトマネジメント
北岡 貴文 准教授

研
究
テ
ー
マ

土木と人工知能に関する研究
斜面災害リスク評価手法立案
地質リスク評価手法立案 地下水塩水化に対する

脆弱性評価

■ 構造工学、維持管理
石川 敏之 教授

研
究
テ
ー
マ

損傷した鋼構造物の当て板接着補修
疲労き裂の補修法の開発
鋼構造物の損傷検知法の開発 長く利用されている

自由橋(ブダペスト)

■ コンクリート構造学、維持管理

研
究
テ
ー
マ

コンクリート構造物の非線形解析
コンクリート構造物の劣化予測と性能評価
繊維補強セメント複合材料の開発と構造利用

准教授上田 尚史

大きく変形することのできる繊維
補強セメント複合材料

◆ 景観・環境計画
林　倫子 准教授

研
究
テ
ー
マ

土木史・景観形成史
公共空間の景観マネジメント
歴史や伝統を生かした防災まちづくり 地域の歴史に配慮した河川整備

事例（京都市鴨川）

◆ 河川防災
橋本 雅和 准教授

研
究
テ
ー
マ

リアルタイム洪水氾濫解析
水害時の避難実態分析
河道内植生の洪水リスクへの影響評価 鳴瀬川水系吉田川での洪水氾濫

シミュレーション
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JABEEという言葉を聞いたことがありますが、どのようなものですか？Q.はみだし
Q&A

JABEE（日本技術者教育認定機構）は、大学の教育内容や体制が社会の要求水準を満たしているかどうかを評価し認定している機関です。
都市システム工学科の教育プログラムは、2022年度卒業生までJABEEの認定を受けています。2023年度に認定継続審査を受審予定です。



5.0％製造業

松井 良平 〈2020年3月 環境都市工学部 都市システム工学科 卒業〉

日本の大動脈である高速道路の維持管理で社会に貢献する
日本の物流インフラを支える高速道路に携わることが社会貢献
につながると考え、入社を決めました。インフラ業界における通信
系の分野なら、都市システム工学科で学んだ土木とシステム・情
報の知識が役立つと思ったのもこの仕事を選んだ理由です。多
種多様な業務があり、現在は保全事業の領域で、道路上に設置
された道路照明や情報板、ETC設備の維持マネジメントを担当
しています。点検から補修計画策定、工事までを管理し、グループ
会社や受注者との調整、行政との協議など、必要な点検・工事

が円滑に実施できるよう各機関と調整を図る役割です。日本の大動
脈である高速道路上のあらゆる設備に詳しくなることを目標に、今後も
グループ会社の方と協力して業務に取り組みたいと思います。

中日本高速道路株式会社

■現在の仕事に生きている学科の学び
専門知識よりマネジメント能力が重要な仕事ですが、担当業務
は数年ごとに変わります。在学中に学んだ土木とシステム・情報
の知識を合わせて生かす機会が訪れるかもしれません。

測量士補

土地家屋調査士
（測量士補取得が必要）

甲種消防設備士

測量士

土木施工管理技士　建築施工管理技士
造園施工管理技士

中学校教諭一種免許状〔数学〕
高等学校教諭一種免許状〔数学・情報・工業〕
司書、司書教諭、学芸員

コンクリート診断士　　コンクリート構造診断士
コンクリート主任技士　　コンクリート技士

土木鋼構造診断士　　土木鋼構造診断士補

■取得できる資格

所定単位を修得し申請することで資格を取得できるもの

試験が一部免除されるもの

卒業時に受験資格が得られるもの

所定単位を修得し一定の実務経験を積むと資格を取得できるもの

一定の実務経験を積むと受験資格が得られるもの

所定単位を修得すると資格を取得できるもの

技術士
土木学会認定技術者
シビル・コンサルティング・マネージャー
情報処理技術者（応用情報技術者）

資格取得に配慮したカリキュラムが組まれているもの

2022年度卒業生までJABEEの認定を受けています。2023年度に認定継続審査を受審予定です。

※1 所定単位を修得することが必要
※２ 講習を受講することが必要
資格によっては、学部あるいは大学院在学中に受
験資格が得られるものもあるので、詳細な要件につ
いてはそれぞれ確認してください。

※1
※2
※1 ※1

※2 ※2

※1
※2

※3

※3  技術士第一次試験の受験が免除されます。（欄外参照）

● システムモデリング・リスク工学

研
究
テ
ー
マ

工学やファイナンスにおける
リスク解析のためのシステムモデリング
確率システム論の実用的応用
高速シミュレーションスキームの開発とその工学的応用

教授兼清 泰明

確率システム論・リスク工学のト
ンネル保守問題への適用例

2023年4月現在

● ネットワーク工学
滝沢 泰久教授

研
究
テ
ー
マ

無線ネットワーク
ネットワークダイナミクス
Internet of Things（IoT） 自己組織化による無線ネット

ワークのトポロジ再現例

● 社会空間情報学

研
究
テ
ー
マ

地理情報システムの実践・応用研究
社会基盤施設の情報マネジメントシステム
BIM/CIMモデルの構築と活用

教授窪田　諭

3次元地理情報システムを用い
た構造物情報の管理と活用　

● システム最適化

研
究
テ
ー
マ

都市における最適化問題の定式化と求解
最適化アルゴリズムの実装
最適化手法に関する理論的研究

教授檀　寛成

ネフェルイルカラー王の
ピラミッドの最適計測点

◆ 地球環境系　　■ 設計建設系　　▲ 計画マネジメント系　　● 情報システム系

OBからのメッセ
ージ

チャレンジできる研究テーマ https://www.kansai-u.ac.jp/Fc_env/department/urbansystem/teacher.html詳細は

環境都市工学部都市システム工学科

（2023年4月19日現在）就職/進路状況

本学科の進路決定率は、学部生・大学院
生ともに100％となっています。 学部生の
主な就職先としては、建設コンサルタントな
どの教育・広告・その他サービス業、建設
業、情報通信業などのほか、コースの専門に
応じて製造業や不動産業、運輸業などさま
ざまな業種に就職しています。その他、学科
で学んだ専門性を活かして、公務員就職が
学部生で12名いることも本学科の特徴とし
て挙げられます。 また、学部生の13.9％
（19名）が大学院に進学しており、より深く
専門知識や技術を学んだのち、就職する学
生もおります。

※企業規模 ： 巨大（巨大企業）＝従業員3,000人以上　大（大企業）＝従業員500～2,999人　中（中企業）＝従業員100～499人　小（小企業）＝従業員99人以下（自営業含む）

巨大 大
31人 46人

中
14人

小
11人

計
102人

30.4% 45.1% 13.7% 10.8% 100％

巨大 中 小
5人 4人4人

計
17人

29.4% 23.5%

大
4人
23.5% 23.5% 100％

関西大学大学院<2>10.0％大学院進学

(株)アウトソーシングテクノロジー　(株)アマナ(1)　(株)ウィルオブ・ワーク(1)　(株)エーバイシー(1)
(株)オリエンタルコンサルタンツ<2>　関電ファシリティーズ(株)　協和設計(株)　ジビル調査設計(株)
セントラルコンサルタント(株)　中央コンサルタンツ(株)(1)　中央復建コンサルタンツ(株)<3(1)>
(株)テクノプロ　テクノプロ・デザイン社<3>　中日本高速道路(株)（ＮＥＸＣＯ中日本）<2>
西日本高速道路(株)（ＮＥＸＣＯ西日本）<2>　西日本高速道路エンジニアリング関西(株)<2(1)>　(株)日本インシーク
日本エックス線検査(株)　日本工営都市空間(株)(1)　阪神高速技研(株)　(株)吹上技研コンサルタント(1)
(株)ベイカレント・コンサルティング　三井共同建設コンサルタント(株)　(株)メイテック　ＵＴテクノロジー(株)
ロングライフホールディング(株)　自営業<2(1)>

25.5％教育・広告・
その他サービス業 (株)ＮＴＴドコモ　ソフトバンク(株)　(株)ネットプロテクションズ

(株)日立システムズ　(株)横河技術情報

矢崎総業(株)

5.0％卸売・小売業 Ｄ＆Ｘ(株)

25.0％

● 大学院 進路先

25.0％建設業

5.0％金融業・保険業 損害保険料率算出機構

鹿島建設(株)(1)　(株)ＫＡＮＳＯテクノス
クモノスコーポレーション(株)　(株)錢高組　日本橋梁(株)

20.0％教育・広告・
その他サービス業

近畿技術コンサルタンツ(株)　(株)サンワコン
(株)日本構造橋梁研究所　(株)パスコ(1)(株)安藤・間<2(1)>　(株)飯田産業　(株)大林組<2(1)>　(株)オープンハウス・アーキテクト(1)　(株)奥村組

金下建設(株)　(株)熊谷組(1)　三宝電機(株)　スナダ建設(株)　積水ハウス(株)　(株)錢高組　大成建設(株)
ダイダン(株)　大鉄工業(株)　高松建設(株)　(株)竹中土木<2>　西松建設(株)　(株)ＮＩＰＰＯ　日本橋梁(株)
(株)ノバック(1)　(株)パシオン

(株)アイアットＯＥＣ　(株)アトムシステム　伊藤忠テクノソリューションズ(株)　インフォコム(株)(1)　(株)ＮＴＴドコモ<2>
(株)エムケイシステム　(株)クリーブウェア　(株)サイバーエージェント　(株)サウンドエースプロダクション(1)
ＪＣＯＭ(株)　(株)島津ビジネスシステムズ　(株)ＺＵＵ　ＴＩＳ(株)　(株)テクノスジャパン　東京海上日動システムズ(株)
日本電気通信システム(株)　(株)日立ソリューションズ　(株)ファーストスクエア(1)　富士ソフト(株)　(株)Linksprout

● 学部 進路先

川崎重工業(株) コクヨ(株)　(株)ティーネットジャパン　パーソルＡＶＣテクノロジー(株)　(株)ビーネックステクノロジーズ3.6％製造業

四国旅客鉄道(株)（ＪＲ四国）　東海旅客鉄道(株)（ＪＲ東海）　南海電気鉄道(株)
西日本旅客鉄道(株)（ＪＲ西日本）<2>　丸全昭和運輸(株)4.4％運輸業・郵便業

17.5％建設業

15.3％情報通信業

キヤノンマーケティングジャパン(株)　シャープマーケティングジャパン(株)　ダイワボウ情報システム(株)　(株)立花エレテック2.9％卸売・小売業

豊トラスティ証券(株)　りそなグループ1.5％金融業・保険業

関西電力(株)　静岡ガス(株)1.5％電気・ガス・熱供給・水道業

近鉄不動産(株)　阪急阪神不動産(株)

大阪府職員<3>　大阪市職員<3(1)>　愛媛県職員(1)　京都府職員　京都府警察(1)　奈良県職員　倉敷市職員
豊中市職員

1.5％不動産業・物品賃貸業

(一社)近畿建設協会　(独)都市再生機構<2>2.2％その他

関西大学大学院<19(3)>　13.9％大学院進学

8.8％公務員・公立学校教員

※〈　〉内は決定者数、企業名・大学院名のみは1名、（　）内は女子内数。

※〈　〉内は決定者数、企業名・大学院名のみは1名、（　）内は女子内数。

情報通信業

※（　 ）内は女子内数。

学部（卒業者 137人） 大学院（修了者 20人）
※（　 ）内は女子内数。

進路決定率

100

進路決定率

100

その他（就職以外
の進路）　2人

教育・広告・
その他サービス業
35人（9人）

教育・広告・
その他サービス業
4人（1人）

建設業
24人（5人）

建設業
5人（1人）

情報通信業
21人（3人）

情報通信業
5人

運輸業・郵便業　6人

大学院進学
19人（3人）

製造業　5人

卸売・小売業　4人

金融業・保険業　2人

電気・ガス・熱供給・
水道業　2人

不動産業・
物品賃貸業　2人

公務員・公立学校教員
12人（3人）

その他　3人

製造業　1人

卸売・小売業　1人

金融業・保険業　1人

大学院進学　2人

その他
（就職以外の進路）　1人

● 規模別 ※ ● 規模別 ※

▲ 社会・安全システム計画
尹　禮分 教授

研
究
テ
ー
マ

都市・社会の諸問題における人工知能の活用
社会基盤システムの維持管理手法開発
防災・減災システムにおける数理的手法 管路施設に起因した陥没事故

（出典：国土交通省）

● メディア工学
安室 喜弘 教授

研
究
テ
ー
マ

画像測量による３Dモデリングとシミュレーション
実写とCGの融合表現技術
マルチメディア・ユーザインタフェース 3次元計測によって実物をモデル化し

浸水被災シミュレーションを行った例

● 情報通信工学
安達 直世 准教授

研
究
テ
ー
マ

次世代インターネット技術
ネットワークセキュリティ
IoT

シミュレータによる性能評価

▲ 知能情報システム

研
究
テ
ー
マ

社会課題におけるAI・IoTの適用と実用化
応用ソフトコンピューティングを活用した
情報システム開発
地域スポーツ振興に資するICTの活用

助教山本 雄平 

画像処理とAIによる交通量調査
システム
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パソコンからレポートを提出する科目があるって本当ですか？Q.はみだし
Q&A

授業専用のホームページに掲載された資料や課題を自分で閲覧し、レポートも提出できる授業支援システム（関大LMS）を利用します。
インターネットに接続されたパソコンがあれば、いつでもどこでも勉強ができます。
もちろん、学内にも自由に使えるパソコンが多数あります。



やがて石油の供給不足が現実になるといわれ、地球環境の悪化も進行しています。これ以上の環境破壊を食い止め人類の持続的発展を維持するためには、今とは異なる新しいエネルギー体系を構築するこ
とが求められています。深刻化する地球温暖化問題に対しては、二酸化炭素の排出を最小化して、低炭素社会を構築する必要があります。そのためには省エネルギーの推進と既存エネルギーの変換効率の飛
躍的向上に加えて、太陽光、風力、バイオマス、廃棄物や水素などの新エネルギーを利用する技術開発を進めていくことが重要です。本学科では、省エネルギーや新エネルギー、環境修復、環境汚染防止な
ど、エネルギーと環境を見据えた科目を配置。1年次から多くの実験・演習を課し、身に付けた「化学工学」に基づく実践的な知識・技術を生かして環境負荷の少ない新システムを構築できる人材を育成します。

エネルギー環境・化学工学科
学科ホームページ▶

学びのキーワード
■ 省エネルギー
■ 環境保全 
■ 化学工学

「化学工学」の力で、エネルギー・環境問題の解決に挑む！

第1選択外国語Ⅰ・Ⅱ、第2選択外国語Ⅰ・Ⅱ、数学を学ぶ（微分積分Ⅰ）、数学を学ぶ（微分積分演習Ⅰ）、数学を学ぶ（微分積分Ⅱ）、数学を学ぶ（微分積分演習Ⅱ）、
物理を学ぶ（力学Ⅰ）、化学を学ぶ（基礎化学）、線形代数Ⅰ、線形代数Ⅱ、化学実験、入門化学結合論、化学工学量論及び演習、プロセス量論及び演習
共通教養科目（『大学案内（インフォメーション）』参照）、物理を学ぶ（電磁気学Ⅰ）、基礎からの情報処理、
情報処理演習、入門エネルギー環境学、フレッシュマンゼミナール、図学、無機化学、物理学実験

特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ
知的財産権法、品質管理、グリーンケミストリー、技術者ビジネス法、地域再生

第1選択外国語Ⅲ・Ⅳ、数学解析Ⅰ、分析化学実験、物理化学実験、有機化学、応用有機化学、ユニットオペレーションⅠ、ユニットオペレーションⅡ、
物理化学Ⅰ、物理化学Ⅱ、物理化学Ⅲ、反応工学、プロセス数理、工業製図
基礎分析化学、物理化学演習、ユニットオペレーション演習Ⅰ
基礎化学英語、機器分析化学、熱・統計力学、地域再生

外国書講読Ⅰ、外国書講読Ⅱ、化学工学実験、有機化学実験
基礎分離工学、応用反応工学、粉体工学、プロセス最適化工学、プロセス制御工学、有機化学反応論、応用界面工学、電気エネルギー化学、環境熱工学、
触媒化学工学、大気・水環境化学工学、化学プラント設計、化学技術の安全と倫理、流体工学、ユニットオペレーション演習Ⅱ
シミュレーション演習、エネルギー工学ディスカッション、未来エネルギー工学、機能性材料学、高度分離工学、エネルギー材料学、特別講義Ⅰ、特別講義Ⅱ、地域再生

1年次

3年次

4年次

2年次

https://wps.itc.kansai-u.ac.jp/enekan/

※必修、選択必修、選択カリキュラム紹介

学びのスタイル

エネルギー・環境と化学工学

2023年4月現在

エネルギー削減と二酸化炭素の抑制につながる
水熱ガス化プロセスの効率をさらに高める。
有機廃棄物などが水に溶けている廃液の処理
として燃焼するためには、余分な水分を蒸発さ
せるのに重油などの燃料が必要でした。しかし
近年注目されているのが、高圧で水分を蒸発さ
せないで、溶けた有機物をメタンなどの燃料ガ
スに転換する水熱ガス化プロセスです。従来の
燃焼処理に必要だったエネルギーの削減と、
処理中に排出される二酸化炭素の抑制を同
時に実現できます。触媒を用いて廃水中の有
機物を化学的に分解するこの技術は、従来の
燃焼法に比べて高効率で燃料ガス化できるの
ですが、私はこの触媒をさらに改良する研究に

取り組んでいます。高温高圧の条件下で実験
を行うのですが、温度を上げるとそれだけエネル
ギーが多くかかってしまうため、できるだけ低い
温度で高い反応率になるような触媒を作ること
が目標です。何度も実験を繰り返して結果を比
較し、次の実験を計画する中で、自分で考え行
動する力がついてきたと感じています。

この研究室では、バイオマスをはじめとする有機性廃棄物を炭化、ガス化、水熱処理などの転換技術によって、有用なものに転換することをめざして
います。松木さんは従来の研究成果をベースにしながら、柔軟な発想で新たなアプローチを取り入れている点が素晴らしいと思います。

従来と同レベルの性能を発揮しつつ、環境負荷を下げる触媒の実現へ

エネルギー環境・化学工学科 長谷川 功准教授

環境都市工学部エネルギー環境・化学工学科

※2022年度入学生よりエネルギー・環境工学科は「エネルギー環境・化学工学科」に名称変更しました。

理工学研究科 環境都市工学専攻
博士課程前期課程 1年次生

炭素担持ニッケル触媒を用いた
有機物水溶液の水熱ガス化

松木 崇登 
研究テーマ

中学から高校にかけて自然災害や環境問題のニュースを見る機会が多く、エネルギー問題について学びたいと思ってい
ました。なかでも炭素資源や廃棄物の有効利用に関する研究分野に興味をもったこと、また工場生産のスケールで実際
に役立つ研究ができることに魅力を感じました。

▶▶この学科を選んだ理由

卒業後は大学院に進み、現在の研究についてより多くの実験を行い、考察を深める予定です。環境により良い
ものを作ることで社会に貢献したいと思います。

▶▶将来の目標

化学工学の考え方は、「多種多様な工業分野に適用できる」のが大きな特徴です。
このことは、さまざまな分野で化学工学のニーズが存在することを意味しています。
化学、エネルギー、鉄鋼、非鉄、機械、食品、化粧品、医薬品、廃棄物処理、リサイ
クルなど、幅広い工業分野で役に立ちます。

学科のキーワードは、「化学工学（Chemical Engineering）」。エネルギー・環境問
題の解決に向けて、エネルギーの削減、CO2の排出抑制、廃棄物の削減、資源のリ
サイクル、汚染水の浄化、環境負荷の低減などに貢献できるツールとして知られてい
ます。例えば、化学工学は資源リサイクルの分野にも貢献。東京オリンピックのメダ
ルは、使用済み製品から回収された金、銀、銅から製作。廃棄物中の金を高純度で
分離回収しなければなりません。金を回収した後、残った有害物を分離除去する必
要も。このような分離プロセスを考える上で、化学工学の分離工学が威力を発揮。こ
の方法を実装置化するためには、反応工学や化学プラント設計が役立ちます。

高校の化学では、化学工学という言葉は耳にしないと思います。化学
（Chemistry）は、物質の構造や性質、物質が変化する化学反応を扱う学問。
実験室で新発見された物質を工場で実生産する場合、化学の視点だけではな
く、「化学的生産のための工学」が同時に必要です。例えば、加熱や冷却、輸
送、生産システムの設計や運転などの考え方が重要。平たく言えば、化学工学
は地球環境に配慮しながら低コストで安全な大量生産を可能にする、いわゆる
環境に優しい生産技術をめざす学問です。

化学と
化学工学

キーワード
化学工学

P O I N T

幅広い分野で化学工学のニーズがある

さまざまな分野への応用が可能

化学工学

製錬・機械

化成品・食品

医薬品・化粧品

資源・エネルギー

廃棄物処理・リサイクル

環境保全・水処理

環境に優しい生産技術の確立に向けて

実験室スケール

工場での実生産

環境への
影響

製造コスト
生産効率

実験室で発見された物質を、
環境に優しく大量生産する方法を学ぶ。

エネルギー・環境問題を解決する
強力なツールを修得する。
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Q.はみだし
Q&A

関西大学キャリアセンターでは、1年次の時点から各種セミナーを開催し、しっかりとした将来設計ができるように支援しています。
大学ではインターンシップの斡旋を行うとともに、単位として認定しています。
各学科でも、各種講演会の実施や企業への推薦などの形で、きめ細かなサポートを行っています。

大学は私たちの就職活動をどの程度サポートしてくれるのでしょうか？　
また、企業や自治体、学校などで実習を行うインターンシップに参加できますか？



学生は2、3人ずつのグループに分かれ、「反応速度の測
定」「電池の製作」など10の実験テーマのうち、毎回1つ
の実験を進めていきます。実験中、複数名の先生と大学
院生が各テーブルを回って、どういう器具を選び、どう扱う
かを具体的に説明します。実験結果をグラフや表にまと
め、後日レポートとして提出します。結果を整理して検討す
ることで、座学で勉強したことを、実験を通じてより深く理
解することができます。半年間をかけて全員がすべての実
験を体験し、1年次から学んできた物理化学の講義内容
を確認できるプログラム。将来、研究者や技術者として、
エネルギー、環境に関連する研究開発を行うための基本
的能力を身に付けることができる科目です。

「物理化学実験」
さまざまな実験を通じ

物理化学の基本法則や現象を
リアルに体験。

荒木 貞夫准教授、松岡 光昭准教授
エネルギー環境・化学工学科

ゼオライト膜を開発し、環境に優しい分離技術への応用をめざす。

荒木 貞夫准教授

エネルギー環境・
化学工学科

講義紹介

研究紹介

現代社会での化学工学の意義を学ぶ。
入門エネルギー環境学

この講義では、まずエネルギーや環境問題の現状を紹介
し、これからの技術開発の課題について理解を深めます。そ
の後、化学工業の生産工程を通じて、物質収支、熱収支、
触媒の働きなどに関して解説します。さらに安全や環境に
配慮した化学生産技術についても詳述します。

SDGsに貢献する分離技術を学ぶ。
基礎分離工学/高度分離工学

物質を分離する技術には、｢蒸留｣や｢蒸発｣、｢抽出｣、
｢乾燥」、｢吸着｣、｢膜分離｣などさまざまな操作がありま
す。分離技術は、私たちの日常（家事など）や社会生活
（医療など）の裏方として機能する一方、多くの産業を
支えています。この講義では分離の原理、設計、運転
操作の基礎と応用、分離技術の最新動向を学びます。

環境問題や化学工業で重要な 粉”を学ぶ。
粉体工学

環境汚染物質として問題となっているPM2.5や、化学工
業で扱われる固体状の原料・製品・触媒は、小さな粒子状
物質でありその集合体は粉体とよばれています。粉体が関
わる産業分野は化学工業だけでなく、食品・日用品・医薬
品など多岐にわたります。粉体は固体でありながら気体や
液体のように流れ、そのユニークな特性を学びます。

薬品などの化学製品の製造には、混合物から純粋な物質を取り出す「分離」というプロセスが欠かせませ
ん。従来の蒸留による分離や吸着剤を使った分離は大量の熱や大規模な設備が必要で、環境への大き
な負荷が課題とされてきました。最近では、これらに代わる省エネルギーの技術として、「膜」を用いた分離
技術が注目されています。私は耐薬品性・耐熱性に優れ、さまざまな分離に長く使える無機膜の研究開発
を行っています。特に、無機材料の中でもゼオライトは規則的に微細な空孔を有するため、分子レベルで
ふるい分けすることができます。ゼオライト膜を用いた二酸化炭素とメタンの分離では、共同研究を行った
企業と共に特許を申請。天然ガスやバイオガスから二酸化炭素を分離することで、メタンを精製し、都市ガ
スなどに利用する技術の実用化をめざしています。

チャレンジできる研究テーマ

触媒工学、資源エネルギー化学
池永 直樹 教授

研
究
テ
ー
マ

有機化合物が分析できる
GC-MS装置

准教授

無機材料化学、粉体工学
松岡 光昭

表面活性化処理フライアッシュと
ジオポリマーおよび微構造を制
御したセラミックスのSEM写真

環境、ナノテク
岡田 芳樹 教授

研
究
テ
ー
マ

ナノ粒子の合成と計測に関する研究
マイクロリアクターに関する研究
マイクロバブルに関する研究

二酸化炭素の化学的有効利用
低級炭化水素の脱水素用触媒の開発　
炭化水素からの水素製造用触媒の開発

ナノ粒子サイズ分布測定装置

炭素資源転換工学
長谷川 功 准教授

研
究
テ
ー
マ

水熱反応による石油代替化成品への転換
熱分解を利用した木質成分分離
バイオマスリファイナリー

粉体プロセスを駆使した機能性無機材料の開発
機械的粒子表面活性化による高強度ジオポリマー
設計プロセスの開発
乾式プロセスを用いる酸化物系固体電解質の開発

触媒工学、資源エネルギー化学
福 康二郎 准教授

光触媒を利用した過酸化水素の
合成

研
究
テ
ー
マ

太陽光エネルギーから化学エネルギーへの変換技術の開発
大気・水質汚染物質の低環境負荷な分解無害化技術の開発
環境に優しい物質変換が可能な触媒系の開発

2023年4月現在

廃棄物の有効利用
林 順一 教授

研
究
テ
ー
マ

廃棄物系バイオマスの炭化・ガス化
多孔質材料の製造および環境浄化、
エネルギー貯蔵への応用
吸着分離プロセス 活性炭表面SEM像

資源リサイクル、環境浄化
村山 憲弘 教授

研
究
テ
ー
マ

副産物（鉄鋼スラグなど）を原料に用いる
高性能イオン交換体の創製
環境に優しい還元剤(Noria)を用いる貴金属の選択的回収
水溶液中の有害イオン（ヒ素や鉛など）の除去 還元剤によって水溶液中から選択的

に回収された金（特許出願済）

ナノ空間材料化学、分離工学
教授田中 俊輔

研
究
テ
ー
マ

自己組織化による規則性ナノ空間材料の開発
温室効果ガス回収・水素利用・水処理のための
省エネ分離技術の開発
ナノ空間材料のエネルギー貯蔵システム・
ドラッグデリバリーシステムへの応用

分子をふるい分ける・貯蔵する・
転換するナノ空間材料

新規ナノ炭素材料合成、電極材料開発
中川 清晴 教授

研
究
テ
ー
マ

リチウムイオン電池及び燃料電池要素技術の開発
ナノ炭素材料およびダイヤモンド利用技術の開発
水処理技術の開発

マリモナノカーボン

木材をプラスチック原料へ転換

https://www.kansai-u.ac.jp/Fc_env/department/ceee/teacher.html詳細は

”

省エネ材料、機能開発
三宅 孝典 教授

研
究
テ
ー
マ

廃プラスチックのケミカルリサイクル
イオンや有機化合物の高性能分離材の開発
ゼオライトの合成と用途開発 分子ふるい作用を利用した炭化

水素の省エネ分離

物性化学工学、生体物性
山本 秀樹 教授

研
究
テ
ー
マ

Li資源の高純度化、機能性材料開発、
血液の流動特性の測定
溶解度パラメータ（HSP値）を用いた材料開発
生体材料溶解度パラメータの測定、応用技術開発 研究室で開発した血液の粘度を

測定できる新しい装置

機能性ナノ粒子
木下 卓也 准教授

研
究
テ
ー
マ

機能性ナノ粒子材料の開発
磁性ナノ粒子の医療への応用
燃料電池ナノ粒子材料の合成

磁性粒子を用いた癌温熱療法

グリーンプロセス工学
荒木 貞夫 准教授

研
究
テ
ー
マ

再生可能エネルギーの新規製造プロセスの開発
新規分離膜の開発及び分離プロセスへの応用
反応分離複合プロセスの開発

高性能なセラミック中空糸膜

機能材料・環境浄化
佐野　誠 准教授

研
究
テ
ー
マ

メソおよびミクロポーラス材料の開発と機能評価
環境浄化技術の開発
固体酸化物燃料電池用材料の開発と機能評価 溶液中の希薄な元素（カドミウム、

鉛、セシウム等の有害元素を含む）
の分析ができる原子吸光分析装置

環境都市工学部エネルギー環境・化学工学科

“光”を最大限に活用した【化学エネルギー・化成品製造】や【有害な環境汚染物質の分解無害化】に挑戦。

福 康二郎准教授

エネルギー環境・
化学工学科

エネルギー・環境問題が深刻化している背景から、再生可能エネルギーの1つとして太陽光に代表される光エネルギーの有効活用技術が
注目されています。皆さんは“光”と聞くと何を思い浮かべるでしょうか？我々の生活において“光”は必要不可欠であり、そのほとんどは視覚的
に利用しています。一方で“光”はエネルギーを持っています。例えば太陽光の場合では、地球に降り注ぐ太陽光エネルギーを100%回収利
用できるものと仮定すると、世界の年間消費エネルギーをたったの1時間で賄えるといわれており、膨大なエネルギーが日々降り注がれている
ことになります。このような光エネルギーを少しでも有効に活用すべく、粉末の『光触媒』という物質を利用した化学物質変換に取り組んでい
ます。皆さんが良く知る「光合成」も光触媒反応であり、「水と二酸化炭素」を「酸素と糖」に化学変換することで、植物自身の栄養素を作って
います。植物のシステムを模倣しながら、高性能な光触媒開発およびさまざまな光触媒反応への応用に挑戦しています。例えば、地球上に
豊富に存在する水や酸素を原料に用いた化学エネルギー（水素や過酸化水素）製造や、大気・水質有機汚染物質の分解無害化などで
す。開発した光触媒が将来のエネルギー・環境問題の解決に貢献できることを夢見て、研究室の学生と共に日々 研究を進めています。

研
究
テ
ー
マ
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はみだし
Q&A

2020 ～ 2023年度に入学した
環境都市工学部の女子学生数は
右記となっています。

女子学生はどのくらいいますか？Q. 建築学科
都市システム工学科
エネルギー環境・化学工学科

28名（27％）
25名（19％）
15名（16％）

2020年度
28名（28％）
24名（18％）
13名（15％）

2021年度
31名（26％）
29名（20％）
17名（19％）

2022年度
28名（28％）
21名（16％）
15名（20％）

2023年度



卒業時に受験資格が得られるもの

甲種消防設備士

■取得できる資格

所定単位を修得すると資格を取得できるもの 所定単位を修得すると在学時から受験資格が得られるもの

中学校教諭一種免許状〔理科〕
高等学校教諭一種免許状〔理科・工業〕
司書、司書教諭、学芸員
毒物劇物取扱責任者

甲種危険物取扱者

受験できる資格

公害防止管理者
高圧ガス製造保安責任者
放射線取扱主任者
環境計量士

こんなところで
学んでいます

知識や技能を身に付けるための実験・実習装置が揃った部屋、考えたことを表現したりディス

カッションしたりしながら学び合えるスペース、主体的に研究に取り組む機会を創出する場など、

いろいろなところで先輩たちは学んでいます。

第２実験棟実験場 イノベーション創生センター

１号館ラーニングコモンズ 情報処理室

製図室 オープンデザイン教室

環境都市工学部施設紹介

（2023年4月19日現在）就職/進路状況
本学科の進路決定率は、学部生・大学院
生ともに100％となっています。学部生の
就職先としては、製造業をはじめとして、建
設業、電気・ガス等の各種インフラ業等の
堅調な企業が多いことが特徴です。 大学
院生においては、学んだ知識や技術を直
接的に生かすことのできる製造業への就
職が全体の83.3％を占めています。 また、
学部生の44.3％（31名）が大学院に進学
しており、より深く専門知識や技術を学んだ
のち、高度な技術者や研究者をめざすこと
になります。

※（　 ）内は女子内数。

学部（卒業者 70人） 大学院（修了者 24人）
※（　 ）内は女子内数。

巨大 大
17人 16人

中
2人

小
2人

計
37人

45.9% 43.2% 5.4% 5.4% 100％

巨大 大
15人 6人

中
2人

小
1人

計
24人

62.5% 25.0% 8.3% 4.2％ 100％

● 規模別 ※● 規模別 ※

100
進路決定率

進路決定率

100

※企業規模 ： 巨大（巨大企業）＝従業員3,000人以上　大（大企業）＝従業員500～2,999人　中（中企業）＝従業員100～499人　小（小企業）＝従業員99人以下（自営業含む）

関西電力(株)　(株)関電エネルギーソリューション<2>

(株)飯田産業　大成温調(株)　大成建設(株)(1)　大和ハウス工業(株)　高砂熱学工業(株)　(株)四電工 
(株)ＬＩＸＩＬ(1)10.0％建設業

(株)アゲル　(株)ウィルウェイ　(学)創志学園　自分未来きょういく(株)　(株)ベクトル　三井共同建設コンサルタント(株)
(株)明光ネットワークジャパン　(株)夢真　(株)ワークポート12.9％教育・広告・

その他サービス業

● 学部 進路先

旭ファイバーグラス(株)　イナバインターナショナル(株)　京セラ(株)(1)　倉敷紡績(株)　スタンレー電気(株)
ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング(株)　大同工業(株)　タキロンシーアイ(株)　(株)タクマ　(株)日阪製作所
(株)日立製作所  フジテック(株)　三菱ケミカル(株)　(株)明治　ヤンマーホールディングス(株)

21.4％製造業

4.3％電気・ガス・熱供給・水道業

※<　>内は決定者数、企業名・大学院名のみは1名、（　）内は女子内数。

8.3% 富士通(株)　富士通Ｊａｐａｎ(株)

● 大学院 進路先

※<　>内は決定者数、企業名・大学院名のみは1名、（　）内は女子内数。

アサヒ飲料(株)　エア・ウォーター(株)(1)
堺化学工業(株)　(株)ＧＳユアサ　ＪＸ金属(株)
第一工業製薬(株)　太平洋セメント(株)   
千代田システムテクノロジーズ(株)(1)　東レ(株)
(株)トクヤマ　日産自動車(株)(1)　日東電工(株)
日本ゼオン(株)　パナソニックグループ
(株)丸山工業所　三井化学(株)<2>　ＵＢＥ(株)
ライトケミカル工業(株)　(株)レゾナック 

83.3％製造業

8.3%

情報通信業

クリアウォーターＯＳＡＫＡ(株)
(株)ベネッセコーポレーション(1) 

山田 武司 〈2015年3月 理工学研究科 ソーシャルデザイン専攻（現 環境都市工学専攻）博士課程前期課程 修了〉

メーカーが求める機能を備えた塩化ビニル樹脂の開発
社会で幅広く使用される製品を作りたいという思いがあり、この
会社を選びました。現在、自動車用途に使用される塩化ビニル
樹脂の研究開発を担当しています。メーカーが求める機能を発
現する樹脂の開発が私のミッションです。まずメーカーの情報を
収集して実際に樹脂を開発し、その性能を評価した上でメー
カーに開発品を提案するという流れで業務を進めていきます。
樹脂を設計する能力だけでなく、評価方法を考える力やコミュニ
ケーション能力も必要となり、開発品のスケールアップや生産

設備を使用した試作を行う際は、製造部門と協力して取り組んでい
ます。今後は日本のみならず、世界で使用される製品を開発できる人
材になることが目標です。

株式会社カネカ

■現在の仕事に生きている学科の学び
化学プラント内で業務を行っているため、大学で学んだ化学工学
の知識が役に立っています。在学中にボランティアサークルで身に
付けたコミュニケーション能力も、日々の業務に活かされています。

OBからのメッセ
ージ

製造業
15人（1人）

情報通信業　1人

その他（就職以外の進路）　1人

電気・ガス・熱供給・
水道業　3人

大学院進学
31人（3人）

卸売・小売業　2人

公務員・
公立学校教員　1人（1人）

情報通信業　2人

製造業
20人（3人）

東テク(株)　(株)阪急阪神百貨店2.9％卸売・小売業

ＳＣＳＫ(株)1.4％情報通信業

国家公務員一般職(1)1.4％公務員・公立学校教員

関西大学大学院<29(3)>　大阪公立大学大学院　東京都立大学大学院44.3％大学院進学

教育・広告・
その他サービス業

9人

教育・広告・その他
サービス業　2人（1人）

建設業
7人（2人）

教育・広告・
その他サービス業
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Q.はみだし
Q&A

数学、物理学、化学、生物学などの科目の基礎学力向上を目的として、学習支援室を開設しています。
授業の復習、課題、勉強方法などに関する質問に学習支援室のスタッフが対応し、大学の講義が理解できるようフォローしています。数学や理科に苦手な科目がありますが大丈夫でしょうか？


